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   上記の持分法による投資利益を含めた2018年12月期第２四半期累計期間及び通期における連結業績予想につ
きましては、海外子会社の市場環境変化等による業績への不確実性について現在精査しており、判明次第お知ら
せいたします。

２．今後の見通し

１．持分法による投資利益の計上及びその内容

以   上
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持分法による投資利益の計上に関するお知らせ

   当社は、2018年12月期第１四半期連結決算において、下記のとおり持分法による投資利益を計上しましたのでお
知らせいたします。

記

当社グループの持分法適用関連会社である株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズが実施した新株式発行及
び自己株式の処分等により、当社グループの同社に対する持分比率が減少した一方、2018年３月31日における同
社の純資産額が著しく増加しました。
   その結果、2018年12月期第１四半期連結会計期間（2018年１月１日～2018年３月31日）において、持分法による
投資利益6,000百万円を計上しました。


